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論文内容要旨

工

縮 悶

 1}1・一
 難ジ

 胃癌胃液は,しばしば低酸または無酸を示し,その化学的特異性状グ)ために,多数の研究が行

 なわれているが,電解質についての報告ははなはだ稀である。私は胃癌の胃液電解質(K,Ca,

 N丑,C1),総蛋白(TP)および残余窒素(NPN)の変動について瑛架したので報告する。

 1[與、試方法

 胃液分泌刺激剤として,ヒスタミンはHisねm1nedi垣drOch互orideを1を随伍g当りO.02岸'9

 皮下注射しインスリンはフイゼリンを体重1Kg当りロ,1単位静注した。処実験偶数は42例で,

 これを刺激剤別にみると,ヒスタミン刺激群(ヒ群),インスリン刺激群(イ群)おのおの21

 例ずつで多)る,なお対照として・癌年令にある建,蟹成人についても同様な実験を行なった。胃液

 の採取は刺激前50分間てO分分劃で胃液を持続吸引し,はじめの分割を空腹時胃内容とし書取

 後。)分割を基建分泌液として採用し、た。その後刺激剤を投与し,以後90分間,10分分割で胃

 液吸引を続行した。分泌覚は・谷分割の全量を以て示し,他は各分割を遠沈し,その上清を用いて7

 遊離酸度〔遊羅塩酸を証せざるも5)は酸度欠損値)を測定し,また焔光光度計で1(・Ca,N島
 を,さらにSc}〕掘es-Sc謡Lies法で総C亙を,Bluret法で丁工)を.RapP脚ort法でNPNを測
 定した。基礎分紀・液採眼中ンこ4釆止しり血清電解賀,NPNσ)測定も1司1埼に行なった。癌群はヒ辮も

 イ君1二とも・刺激後の胃液に遊離三盆酸を全く証明しない聚鰭錠群と}し・ずれか1分遡上抹上に証明しえ

 た青酸欝に大別した。
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 実験∫戎1患足を1-8表に示しフヒが・健局走人群・有甚褒

 詳,無鮫灘茸1の平均値の差に推計学則有意1隠巨を認め

 たものは次の如くである。

 A.空腹時胃内容(オb2表)1.胃内容壁

 1論ヒ,イ審とも癌群(有酸欝,無酸群)と健康人

 群の間に有意の差はない,2.酸度はヒ辞では難族

 人聾F,イ才商才塀こはともレこタ藍酸碁手より高く,イ君羊では健

 康人群が癌辞(有酸,無綾錦)より高い。5.Kは

 ヒ,イ群ともに,鰹康人欝,有ll灘鵠無縦書燗に.差

 、柔なし・。4,Caはヒ群,イ群とも無鰍葉群力去1建厨乏メ、

 r苧より譜了い。5.Naはヒ喜穆イ群とも乎こ癌群が健

 康人群より高い。6.Ciはヒ弗イ欝ともに健康

 ノk群iとゴ函衷羊の差は有意でなし・。ZTPはヒ鵜三でむよ

 有酸群は健康人群より高く,イ群では無酸群が雌康

 人群より高1.・。8.NPNはヒ群では有酸群が健康

 人群より高く,イ群では無酸群が春敲群より高い。

 第1童鯛琶時賢幅容(ヒヌウミゆ1シ㍑D

            健康人群1男癌σ倒,司称量群〔1槻唱題撫薩群{7イ㍗1}
            識島よ面最佃一丁SP            奴し[鼠壁瑳%『轡浮巳1`.〇一`,o一∫a膿鴇356惨信q.o

            [.ユ駅1■η!・σ乃12一旨冒,61齢一25fヨー融`-一一
            冨『監1呈」し6.401舛円.σ昭143ziヨロ`152口.2掌。ヨ

            血中爵ムフ,1.631,恥ユρ罰2・舛し.略?.一鋼`『但.q2'・塾p.1.『r～2」0            N亘判』曾4糾`6.σ15.「口24『牛514～エ6

            制即自ω占`53.4属,『'■りり4Io玉『16.01田曾生一1吐ρ一吐弼ワー.ヨ
            下.胃με荊52応"o耽.16マ03zσコ『II.1『『.r鷺。
            N附惚r5田昆`1コ.ワゆ駐目一`3.121.ワ一Iqσノro鯛一2乾乳32曾3.4弧`

 ～駐=縛=早掘鑑,

 第z,ゑ如回雪醜(イ痢ン卑礫群」
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 最も低く,次に有酸群が高く・健康人

 群は最も高い。5.Kはヒ群では雌康

 人淵昂ま無駿才岸より高いがコイ群では臨

 康人都有厳存・無酸.謝醐に有意の差

 はない。4.Caはヒ舞では有酸瀞が

 健康人群より高く,イ審では癌群が健

 康人群より高い。5,Naはヒ欝1イ

 群とも健康人群}有酸群・無酸群の順

 に=高くなる。6,C1はヒ群,イ岩手と

 も睡康人群,有酸群は無酸群より高い。

 ZTPに員:1嘉享年,とく仁二無醇～誓事て斗ま彦憂

 鋤の幅が大で,推計'学的有意性は証し

 えない。8.NPNはヒ群では有飯藺{

 が健康人群より高く,イ群では無酸群

 力:有'趣碧洋よウ1爵い。

 最大変化値と基礎分泌液の差からそ

 の増減値を比較すると,一般にヒ群,

 竃飛球をη睦曲的壷勧
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一
面
割
。

醜
壇

 下意・1A
 もユヲユン

↓

 詔二其筋第瑠・2β

↓

 向う悦つ淑、て、増減値が小、二くなり3

 噛癖ことに無1更更群では電解質盈箔からみ

 ても刺激剤に.対する反応態度が滅弱し,

 分泌能の低下が考えられる.さらに刺

 激後の濃度曲線の推移を比較すると・

 分泌樋酸度,Clについては雌康人

 詳が最も高位で豊次1、・で有簾都3無飲

 欝の順に曲線は低位でンC乱,N段,

 丁王㌧NPNにつt、・ては逆に雄康人群・

 有酸鍋斗無酸書留)1煩に曲線が彊臼立にあ

 る。しかしKに.ついては一定の傾1醸工

 みらわ、ない。

 D、最高酸度分割における語成分の

 比較(オ7,8表)

 最高酸度を示した分劇中の藷成分に

 ついて強討を加えると次の通りである。

 1.分泌興熊蝉では無酸群で最も少な
 く,次いで有酸群で,健康人才喜1は最も
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 多い。イ群では健康人群が無酸群より多い。2,

 がないか,ヒ群では睡康人群が無餓群より測い。4.

 イ群では:1建康人霜三・有霰群,無酸群0)順に高くなる。

 く,イ審では睡魔人群,有酸群,無酸群の順に1産廷度が高くなる。6

 伽噌'OI`ユ。"和",吊りゐ訪r婿一助噸。し・2・押脚rρ`』難句輔

 敵度については前述した。5.∫くはイ詐では差

 C&はヒ灘では癌群が健康人群より高く,

 5,Naはヒ群では癌群が臨機人群より舐

 Ciむまヒ岩手て蚤宏看'自愛{聾力」9黙

「甜→

 削、



 酸群より高く,イ群では漣康人群が癌

 え葎より1高い。ZTPはヒ群では健康

 人魂有酸静態鮫辮の順に高くなり・

 イ瀞では編著が嬉康人毒よ9潤い。a

 NPNはヒ毒では有醸群か膣醸人群よ

 り高く,イ群では睡康人都有脇鵡

 無酸寿既)1順に高くなる。以上よ勢ヒ群,

 イ若手とも分泌量}自室五更,Ci濃度むよ與爵

 蔽癖,有鍛.鶴健康人群σ)頗に.有意に

 高くなり,逆にCa,Ma,TP,NPN

 濃度は健康人熱有離群,無酸薪の瀕

 に渦くなるといえる。すなわち空腹時

 胃内答・基礎分泌液におけるよりその

 縛徴はより明
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 1齢イ群ともi遅炭人癌石版拓無験群の1責1に差はない,,最罐僻波かヒ群では2〔1～40分・イ

 群では60分前後に出現するぴ)レよ両剽窃顛llの楽物的特性によるものである。2、ヒスタミンァイ

 ンスリンの両刺激剤に』よって演食しえたマ5症虜」に一ついて比較すると・敢高分泌鍵はヒスタミン

 では1Z4cc・インスリンでは15.9ccであるが,その差は有意でなし㌔ろ.この13例につい

 てみると7最高酸度の平均値はヒスタミンでは22、2,インスリンでは冨.4で,インスリンに

 よる場合か笹1いがその差は有意と、.・えない。4.KatscトK証k法の無酸1列についてみると丁ヒ

 スタミン妾こより遊1叙‡紐巌を葺止日月しなか()たヒ不尾設よ45.ア%2イフF庵llま40、0%で穿'大差はない

 F.王氏屑伯曳度分室眼こお娼しる音酋敏1分の相撲i々{糸:ヒ都イ群とも隠蓑と分老心轟飯遅達とC墨書

 C我とNa、CとしとTP,NaとTP,TPとNPN`二は正、縮峡1,臼蓋度とCa}酸度とNa}舌酸

 度とTpについては負の相関があ払いずれも有意である。しかしN&とC1はヒ棉イ群とも

 相関がないが,私の測定した総Clは,中性C1を含み,酸愛の変化を直接反映していないため
 と、思われる。豊腹とNi)Nはイ群では有意の負の相関があり、酸度とKについてはヒ群でグ)み有

 意の正相関を示した。

 G.胃癌の基礎分泌液と血清電解質との関係:基礎分泌液Caと,血清Ca闘σ)みに有意の正

 相聞を認めた。

 lV総 括

 胃癌例についての胃液寛解質の報告ははなはだ少ないが,低酷ないし無酸についての従来の諸
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 家の巽豪青と利、0)成弄、費を比較すると,その1頃同はほぼ一致している。すな才づち胃癌例でほいすオしも
 量細胞性成分(水,塩蔽)の濃度低下と、非竺1細胞性成分(Ca,N乱,TP,NPN)σ)相対
 的な濃痩び)上昇が認めら即、,さらにヒスタミン,インスリンに対する反応態度ヴ)低下と・寛解寅
 分泌の機能低下が考えられるが,かかる変化は一次的に胃癌に随伴する胃炎にもとづく減版,無
 酸に由来するものである。Kについてはこれが非鮭細胞性分泌であると同時に・壁繍包性分泌であ
 ると唱えるもグ)があり,ヒスタミン刺激時の塩殴分泌に伴ってK濃度上昇をみることを根拠とし
 ているが,他方かかる変化はヒスタミンの楽物的特一…生とするも0)もある。インスリン刺激時の胃
 液K濃度減少についても賛否両論があって,一様ではなく,胃液K分泌旗持=には骨日一致した見
 郷がな1、・o

 私の成績では,ヒスタミン刺激後に健康人群が無酸群よりK濃度が有意に高く・また酸投と正
 粥腹1をみたことから,塩酸分泌と何らか0)画i接的関係を4寺つもグ)と・[猷われる。
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 1.胃癌の胃液電解質組成の特徴は減酷ないし無齪を中心とする笠置晒胞性成分の候度低下と,
 非望細胞跳成分ジ)ll霜対的濃度上昇である。

 2,1晶群ことに鼻翼据貰華押て鈎よ刺湯皇斉11にヌヨ'ゴ』る去て琵ll数度壱よ減弱し、電角黎戯分芒必艶1カ・らも分避溢魂曲直の
 病的1蔑能減退がうか内縁っオしる。

 5、Kぱ塩販分泌と何らかグ)直接的関係を齢二つも")と思われる。

 4.私の便用したヒスタミンおよびインスリンの使用雄は,分泌懸綴度曲よ9劣慰すれは?

 胃癌患者にほぼ同・辱の刺激効果を与・える。

 5.胃癌胃液基礎分泌液'と血清の電解質相互間では,(〕aにのみ有意の正相関かある。
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